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１ 本ガイドラインについて

１－１ 本ガイドラインの取り扱い

電子納品運用ガイドライン(以下、本ガイドライン)は、神奈川県企業庁が発注する公

共工事において電子納品を円滑に実施するために作成したものです。なお、神奈川県企

業庁では、平成２１年４月より全ての工事を電子納品の対象としていますので、受発注

者間で協議の上、目的に沿った電子納品を実施してください。

本ガイドラインは、対象範囲、受注者及び発注者が留意すべき事項等を示したもので

す。また、本ガイドラインは、必要に応じて逐次見直していきます。

なお、本ガイドラインに示されていない項目等については、国土交通省が策定してい

る各要領・基準類に準拠してください。（巻末資料４参照）

１－２ 電子納品の定義と構成

１－２－１ 電子納品の定義

（１）「電子納品」を以下の通り定義する。

○電子納品とは、調査、設計、工事などの各業務段階で発注した成果を電子データ

で納品することをいう。ここでいう電子データとは、本ガイドラインに示された

ファイルフォーマットに基づいて作成されたものを指す。

○神奈川県においては、特に以下の目的により電子納品を実施する。

●書類作成・閲覧性を効率化し、電子データを活用して業務・工事を実施するこ

とにより、品質を向上させる。

●電子データで納品することにより、成果品の保管を効率化し、省スペース化・

省資源化及びコスト縮減を実現する。

●電子データで納品することにより、成果品の検索・再利用性を高め、コスト縮

減、品質の向上、緊急時の的確な対応及び効率的な施設の維持管理を実現する。

（２）電子納品の成果品については、完成後の維持保全を行う際に、資料として活用しま

す。

（３）署名又は押印された書面の電子データ化への取り扱いについては、別途監督職員と

協議するものとします。
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１－２－２ 電子納品の構成

電子納品される成果品の構成は、図１－１のとおりです。各フォルダには、電子デー

タとして発注者に引き渡すものを格納します。

発注図フォルダに納める発注図データ等は、発注者が作成し受注者に渡します。なお、

発注図データは本ガイドラインに示された規定に基づき、発注者が作成した設計図、発

注者から変更または追加された設計図を指します。

図１－１ ＣＤ－Ｒに格納される電子成果品の構成
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工事管理ファイル

ＤＴＤ
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打合せ簿フォルダ
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（完成図フォルダ）
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施工計画書に関する電子成果品
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発注図CADデータ及び特記仕様書
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XMLで記述された文書構造を定義

電子成果品の属性情報について記載
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２ 事前準備

２－１ 発注資料の作成

２－１－１ 発注図データの作成

発注者は、電子納品に則した発注図データ(以下、発注図)を作成する場合は、発注図

のファイル形式は、ＳＸＦ（ｓｆｃ）とします。

また、発注図の作成にあたり、最新の電子納品チェックシステムによりチェックを行

い、電子納品に関する要領・基準に適合していることを確認します。

発注図に使用するＣＡＤデータが電子成果品の仕様を満足していない場合については、

基準に適合するよう再作図します。なお、基準については次のとおりです。

工事区分 基 準

土木工事 「ＣＡＤ製図基準（案）」（国土交通省）

水道工事
「ＣＡＤ製図基準（案）」（国土交通省）

参考工種：下水道(管路設計)

建築工事 「建築ＣＡＤ図面作成要領」（国土交通省）

【注意事項】

建築工事の発注図については、建築士法の規定により「設計者の記名及び押印」

が必要となるため「ＰＤＦ形式」での作成も可能とします。ただし、電子納品推

進の視点からＳＸＦ形式による作成を妨げるものではありません。

２－１－２ 発注者提供データの作成

発注者は、発注図及び特記仕様書等を事前協議時に、「ＣＤ－Ｒ」にてデータ提供しま

す。

発注者は、提供にあたって、最新の電子納品チェックシステムよるチェック及びウイ

ルスチェックを行い、要領・基準に適合していることを確認してから受注者に引き渡し

ます。なお、提供するデータについては次のとおりです。

提供データ名 ファイル形式 格納フォルダ名

工事管理ファイル（※）

同ＤＴＤファイル

（INDEX_C.XML）

（INDE_C0○.DTD）

ルート

発注図管理ファイル

同ＤＴＤファイル

（DRAWINGS.XML）

（DRAW0○.DTD）

発注図 ＳＸＦ（ｓｆｃ）形式

発注図フォルダ

（DRAWINGS）

（サブフォルダ）

特記仕様書等 ＰＤＦ

（もしくはオリジナルフ

ァイルの形式）

特記仕様書オリジナル

ファイルフォルダ

(SPEC)

※提供データの中の「工事管理ファイル」については、発注者側が記入する項目は次

のとおりです。受注者は、この「工事管理ファイル」の内容を確認の上、追加及び

修正をして電子納品の成果品を作成します。
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【発注者が提供する「工事管理ファイル」への入力項目】

項目名 補足 備考

発注年度 西暦（例:2009） 半角英数大文字

工事番号 （例：西暦+所属（財務所属コード）+連番） 半角英数大文字

工事名称
全角文字

半角英数大文字

住所
全角文字

半角英数大文字

工期開始日 （例:2009-07-01） 半角英数大文字

工期終了日 （例:2010-06-12） 半角英数大文字

発注者-大分類 地方公共団体(都道府県) 全角文字

発注者-中分類 神奈川県企業庁 全角文字

発注者-小分類 所属名等 全角文字

発注者コード

31414001 ：企業庁企業局

（ダム管理事務所以外）

31412002 ：相模川水系ダム管理事務所

31412001 ：酒匂川水系ダム管理事務所

31412999 ：ダム関係その他

半角英数大文字

境界座標情報

東側境界座標経度、

（対象領域の最東端の外側境界の経度を記入する。）

西側境界座標経度、

（対象領域の最西端の外側境界の経度を記入する。）

南側境界座標緯度、

（対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入する。）

北側境界座標緯度、

（対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入する。）

：度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁)

半角数字

※記入する場合

は世界測地系

とする。
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２－２ 受注者が準備するシステム環境

電子納品実施に最低限必要な機器、ソフトウェア等を以下に示します。

機器、ソフト 最低限必要な仕様

パソコン Windows を搭載していること

ＣＤ－Ｒドライブを搭載していること

ＣＤ－Ｒ／ＲＷドライブ

ウイルス対策ソフト ウイルス定義ファイルが更新可能なこと

電子納品作成ソフト

（写真管理ソフト含む）

ＸＭＬが扱えること

（電子納品作成ソフトを利用せずに作成することは

可能ですが、利用することを推奨します。）

ＳＸＦブラウザ 発注図（ＳＸＦ形式のデータ）を表示・印刷、ＣＡ

Ｄ図面の電子納品における目視を支援するためのソ

フトウェアで、以下のアドレスから無償でダウンロ

ードできます。なお、ＣＡＤソフトと違い、図面を

表示する機能のみで、編集の機能はありません。

http://www.cals-ed.go.jp/index_dl2.htm

出来形測量の結果及び設計図書に従って作成した図面（以下、完成図）を作成する場

合には、ＳＸＦフォーマット対応のＣＡＤソフト（※）が必要となります。

完成図については、電子納品の対象としませんが、電子納品推進の視点から受発注者

間の協議に基づいた完成図の電子納品を妨げるものではありません。

【ＳＸＦフォーマット対応のＣＡＤソフトについて】

・ＳＸＦとは、ＣＡＤデータ交換フォーマット（：SCADEC data eXchange Format）

の略で、建設（土木・建築）分野のＣＡＤデータ交換の標準化を目的として作成さ

れた共通ルール（ファイルフォーマット）です。

・ＳＸＦのフォーマット形式は、ＳＸＦ（Ｐ２１）形式とＳＸＦ（ＳＦＣ）形式の二

つの形式があり、その違いを次に示します。

項目 ＳＸＦ（Ｐ２１）形式 ＳＸＦ（ＳＦＣ）形式

フォーマット形式 国際標準 ISO 10303-21

(STEP/Part21)の形式

SCADEC で策定した国内専用の

形式

ファイルの内容 国際標準 ISO 10303-202

(STEP/AP202)のサブセット

SCADEC で策定した仕様（フィ

ーチャ仕様）に基づいたもの

ファイルの拡張子 Ｐ２１ ＳＦＣ

特徴

長期保存に利用できる ＳＸＦ（Ｐ２１）形式に比べる

とファイルサイズが小さいた

め、変換時間が短いなど取扱い

が容易
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※SCADEC(Standard for Cad data Exchange in the Japanese Construction field)

：(財)日本建設情報総合センターが主催し、官民の建設業界関係者及びＣＡＤメー

カーからなる「二次元ＣＡＤデータの交換標準」を開発するためのコンソーシ

アム、現在は、同財団の主催する「建設情報標準化委員会」でメンテナンスを

行っている。

・ＳＸＦフォーマットＣＡＤソフトのメーカーについては、一般社団法人オープンＣ

ＡＤフォーマット評議会（ＯＣＦ）検定合格による認証ソフト一覧を参照してくだ

さい。（http://www.ocf.or.jp/）
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３ 着手時の事前協議

３－１ 電子納品の項目

電子納品の項目については、以下に示した項目から受発注者間の協議により適用項目

を選択します。なお、協議結果については、「協議チェックシート」に整理します。

表３－１ 電子納品の項目（工事）

作成者
項目

発注者 受注者

格納

フォルダ

管理

ファイル

ファイル

形式
備 考

発注図 ◎ DRAWINGS DRAWINGS.XML SFC

特記仕様書等 ● DRAWINGS/SPEC － PDF
注１

工事写真 ● PHOTO PHOTO.XML

写真:JPEG

参考図:TIF 又は

JPEG

注２

施工計画書 ○ PLAN PLAN.XML
オリジナル

注７

注３

注６

打合せ簿 ○ MEET MEET.XML
オリジナル

注７

注３

注６

その他 ○ OTHRS OTHRS.XML
オリジナル

注７

注３

注５

注６

（完成図） ○ DRAWINGF DRAWINGF.XML SFC
注１

注４

【作成者】 ●：原則として電子納品で作成すべきもの ○：協議の上、作成するもの

◎：ＣＡＤ製図基準（案）の検討が行われた後、作成するもの

【注意事項】

注１：発注者から提供が無い場合は、適用しません。（「DRAWINGS」フォルダ以下がなく

なります。及び「DRAWINGF」フォルダ以下がなくなります。）

注２： 少額工事、給水装置工事事業者と随意契約により執行される促進工事については、

原則電子納品を求めないものとします。ただし、必要と判断された場合は協議に

より電子納品となります。

注３：「３－２－１ 協議事項」により、受発注者間で適用内容を協議します。

注４：完成図については、電子納品の対象としませんが、電子納品推進の視点から受発

注者間の協議に基づいた完成図の電子納品を妨げるものではありません。

注５：建築工事において、発注者が発注図をＰＤＦ形式で提供する場合は「OTHRS」フォ

ルダ以下に納めて納品してください。

注６：オリジナルデータについては、押印のない鑑データ及び添付資料データを必ず一

式として格納します。

注７：オリジナルデータとは、受注者が使用しているソフトウェアにより作成した原デ

ータもしくは、原データをＰＤＦ形式に変換したものを指します。また、一般的

に利用できるソフトで作成したものを指します。

注８：ファイル等の詳細については、「４ 工事実施中」を参照してください。
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３－２ 事前協議の実施

電子納品の対象とする項目、範囲や工事施工中のデータバックアップ体制については、

受発注者間の事前協議で決定します。電子納品に関する事項をあらかじめ明確にするこ

とで、工事施工中や工期末での手戻りを防ぐことができます。

事前協議で決定した事項は、「協議チェックシート」に記入し、施工計画書の巻末に添

付します。

※「協議チェックシート」については、巻末資料２を参照のこと。

３－２－１ 協議事項

電子納品を円滑に行うため、事前協議時に、次の事項について受発注者間で協議を行

ってください。また、施工中での電子成果品の変更等により、受注者に日々蓄積した電

子データを無駄にさせたり、過度な負担をかけることのないよう、次の項目を参考に十

分な協議を行ってください。

（１）電子成果品の対象書類

電子成果品の対象書類については、「表３－１ 電子納品の項目（工事）」により

ますが、この内、施工計画書、打合せ簿などについては受発注者で協議を行い、電

子成果品対象の是非及びファイル形式、格納フォルダ等について決定します。その

場合、次の項目に留意して電子成果品の対象を協議し決定します。

ア 受注者において、既存電子データの再利用による資料作成の効率化、施工に伴う

資料作成の効率化、受注者内での情報共有など効率が図られると判断したものを対

象とすること。

イ 当該工事以外（他の関連工事、維持管理業務及び、災害対応時の現地資料など）

での利活用が想定されるものを対象とすること。

ウ アナログからデジタルへの変換（押印した鑑をスキャニングし電子化する等）は

しないこと。

例えば、施工計画書、打合せ簿を電子成果品の対象書類とした場合は、押印のな

いオリジナル形式の電子データを納品します。その場合、押印のない鑑データ及び

添付資料データを必ず一式として格納します。

エ 協議した結果、上記「イ」により必要と判断された書類等が、第三者が発行する

証明書類等で紙しかない場合でも、スキャニング等を行い電子化します。

オ 特殊な材料等を使用する工事において、協議した結果、上記「イ」によりカタロ

グ等の情報が必要と判断された場合は、メーカー等から電子データを入手可能であ

れば受注者は、その電子データを納品します。
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（２）検査の方法

書類検査時に、受注者は設計図書により義務付けられた工事関係書類を準備して

受検しますが、電子成果品と紙を二重に用意するなどの負担をかけないためにも事

前協議時に、検査時に用意する事項を次の項目に留意してあらかじめ決めます。

ア 工事記録写真については、原則として電子データによる検査とします。

イ 工事記録写真以外の工事関係書類については、施工計画書、打合せ簿など双方で

決裁等確認されたものはそれを利用して受検します。また、図面等については、Ａ

３版程度に印刷したもので受検します。

（３）その他の事項

発注者は、事前協議時に発注図（ＣＡＤデータ）等を受注者へ渡します。受注者

は、発注図（ＣＡＤデータ）等を受領し、速やかにＳＸＦブラウザや電子納品チェ

ックシステムによる確認を行ってください。その際に、不明な点があれば発注者と

協議してください。

その他、受注者が提出予定のオリジナルファイル形式等及び、電子納品関連の要

領・基準、ガイドラインの疑義などについて、電子納品に関する事項の確認をしま

す。
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４ 工事実施中

４－１ 電子納品実施体制

電子納品を適性かつ効率的に実施するためには、各種電子データの取り扱いについて

は十分注意し、施工中における紛失や改ざんを防止することが必要となります。そのた

めには、前述した受発注者間協議を十分に実施することや、電子データの管理体制など

を整備することが必要です。

（１）管理責任者の設置

受注者は、電子納品の円滑な実施のために、電子データの作成及び管理、コンピ

ュータウイルス対策に関する管理責任者を設置します。特に、下請負者等が一部電

子データを作成し、それを元請負者が取りまとめる場合においては、管理責任者に

よる一元管理を基本とします。なお、管理責任者は、現場代理人もしくは主任及び

監理技術者が兼ねることができます。

（２）データの管理

工事施工中には多くの電子ファイルを作成することになるため、ファイル保管を

適正に実施し、電子納品媒体の作成時に直ちに利用できるようにする必要がありま

す。そのためには、各担当者が作成した資料を保管する際のファイルの命名方法、

ファイルの保管場所等のルールを事前に決めることが有効です。更に、工事施工中

においては関係者が多いため、それらルールを関係者間で共有することも必要とな

ります。また、電子データは保存するコンピュータの故障等により利用できなくな

る可能性があるため、定期的にデータのバックアップを行い、データ消失に対する

リスクを回避する必要があります。

なお、これらルールについては、受注者の責任において、管理責任者を中心に実

施します。

【解説】データのバックアップ

例えば、工事写真を電子データとして取り扱う場合には、受注者が工事着手から納品までの

長期間にわたり、受注者が管理するコンピュータのハードディスク等にデータを保管すること

になります。

ハードディスク内のデータは、機器の故障や誤作動（停電や落雷あるいは衝撃など）のため

に破損したり消失したりする可能性があります。また、過失による誤操作、あるいは故意の妨

害行為により、書き換えられたり消去されたりする可能性もあります。

このようなトラブルを防止するために、管理責任者は、MO（光磁気ディスク）やCD-R（追記

書き可能CD）、CD-RW（書き換え可能CD）、DVD-RAM（書き換え可能なDVD）、あるいは外付けハー

ドディスクなどの大容量媒体に、重要なデータを定期的にバックアップすることが必要です。

バックアップ作業にあたっては、「いつ行うか」、「誰が行うか」、「媒体はどこに保管するか」

などをルール化するとともに、作業の記録を残すようにし、日常的な業務の一環として習慣付

けることが重要となります。
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４－２ 電子納品媒体の作成

４－２－１ フォルダとファイルの構成

工事でのフォルダとファイルの構成は次のとおりです。なお、格納する電子データフ

ァイルが無いフォルダは作成しなくてもよいです。

ファイル 格納する電子成果品 ファイル形式

工事管理ファイル

ＤＴＤ

・工事管理ファイル

・ＤＴＤ

・INDEX_C.XML

・IND_C0○.DTD

フォルダ サブフォルダ 格納する電子成果品 ファイル形式

DRAWINGS

発注図フォルダ

契約関係に関する電子成果品を格納します。

・図面管理ファイル

・DTD

・発注図・変更図 CAD

データ

XML DTD
sfc

(図面管理ファイル) (発注図等)

SPEC

特記仕様書オリジナル

ファイルフォルダ

・特記仕様書等

(オリジナルファイル)

PHOTO

写真フォルダ

写真に関する電子成果品を格納します。

・写真管理ファル

・DTD XML DTD

(写真管理ファイル)

PIC

写真ファイルフォルダ

・写真ファイル

JPEG

JPEG ファイル(デジタル写真)

DRA

参考図ファイル

フォルダ

・参考図ファイル

TIForJPEG

TIF または JPEG ファイル(参考図)

PLAN

施工計画書フォルダ

施工計画書に関する電子成果品を格納します。

・施工計画書管理

ファイル

・DTD

XML DTD

(施工計画書管理ファイル)
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ORG

施工計画書オリジナル

ファイルフォルダ

・施工計画書

(オリジナルファイル)

MEET

打合せ簿フォルダ

工事打合せ簿に関する電子成果品を格納します。

・打合せ簿管理ファイル

・DTD XML DTD

(打合せ簿管理ファイル)

ORG

打合せ簿オリジナルフ

ァイルフォルダ

・打合せ簿

(オリジナルファイル)

OTHRS

その他フォルダ

その他、工事に関する電子成果品を格納します。

・その他管理ファイル

・DTD XML DTD

(その他管理ファイル)

ORGnnn

その他のオリジナルフ

ォルダ

その他データ

(オリジナルファイル)

DRAWINGF

完成図フォルダ

完成図に関する電子成果品を格納します。

・図面管理ファイル

・DTD

・完成図 CAD データ

XML DTD
sfc

(図面管理ファイル) (完成図等)
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４－２－２ ファイルの作成

４－２－２－１ 工事管理ファイル（INDEX_C.XML）

工事管理ファイルの作成においては、以下の点に留意してください。

（１）工事管理ファイル（INDEX_C.XML）については、必ず作成してください。

（２）工事管理ファイル（INDEX_C.XML）内に記入する「工事管理項目」は、次に準じてく

ださい。

分

類
項目名 記入内容 データ表現 文字数 必要度

メディア番号
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一

の電子媒体であれば「１」

半角数字 8 ◎

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 半角数字 8 ◎

適用要領基準
電子成果品の作成で適用した要領・基準の版を

記入する。

全角文字

半角英数字

30 ◎

発注図フォルダ名
発注図を格納するためのフォルダを作成した場

合はフォルダ名称「ＤＲＡＷＩＮＧＳ」を記入

半角英数

大文字

8 ○

特記仕様書オリジ

ナルファイルフォ

ルダ名

特記仕様書等を格納するためのフォルダを作成

した場合はフォルダ名称「ＤＲＡＷＩＮＧＳ／ＳＰＥ

Ｃ」を記入

半角英数

大文字

13 ○

打合せ簿フォルダ

名

打合せ簿を格納するためのフォルダを作成した

場合はフォルダ名称「ＭＥＥＴ」を記入

半角英数

大文字

4 ○

打合せ簿オリジナ

ルファイルフォル

ダ名

打合せ簿オリジナルファイルを格納するためのフ

ォルダを作成した場合はフォルダ名称「ＭＥＥＴ／

ＯＲＧ」を記入

半角英数

大文字

8 ○

施工計画書フォ

ルダ名

施工計画書を格納するためのフォルダを作成し

た場合はフォルダ名称「ＰLＡＮ」を記入

半角英数

大文字

4 ○

施工計画書オリジ

ナルファイルフォ

ルダ名

施工計画書オリジナルファイルを格納するための

フォルダを作成した場合はフォルダ名称「ＰLＡ

Ｎ」／ＯＲＧを記入

半角英数

大文字

8 ○

完成図フォルダ名
完成図を格納するためのフォルダを作成した場

合はフォルダ名称「ＤＲＡＷＩＮＧＦ」を記入

半角英数

大文字

8 ○

写真フォルダ名
写真を格納するためのフォルダを作成した場合

はフォルダ名称「ＰＨＯＴＯ」を記入

半角英数

大文字

5 ○

基

礎

情

報

その他フォルダ名
その他資料を格納するためのフォルダを作成した

場合はフォルダ名称「ＯＴＨＲＳ」を記入

半角英数

大文字

5 ○

発注年度 工事の発注年度を西暦４桁で記入 半角数字 4 ◎

工事番号
発注者が設定している工事案件番号を記入 半角英数

大文字

24 ◎

工

事

件

名

等
工事名称

契約書に記載されている工事名称を記入 全角文字

半角英数字

127 ◎
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工事実績システム

バージョン番号

管理項目の記入で参照しているＣＯＲＩＮＳのマニ

ュアル（コード表）のバージョン（システムのバージ

ョン）を記入、８月 18 日以降の新コリンズは 6.0 を

記入する。

半角数字 12 ◎

工事実績システム

登録番号

ＣＯＲＩＮＳセンターが発行する受領書に記載され

る番号を記入する。ＣＯＲＩＮＳ登録番号がない工

事は「0」を記入する。８月 18 日以降の新コリンズ

は半角数字を記入する。

半角英数字

-

(HYPHEN-MINUS)

11 ◎

工事分野
ＣＯＲＩＮＳの「工事の分野」に従って記入する。 全角文字

半角英数字

16 ◎

工事業種
ＣＯＲＩＮＳの「工事の業種」に従って記入する。 全角文字

半角英数字

16 ◎

工種
ＣＯＲＩＮＳの「工種、工法・形式」の「工種」を記入

する。（複数記入可）

全角文字

半角英数字

127 ◎
工種

工法

形式
工法

形式

ＣＯＲＩＮＳの「工種、工法・形式」の「工法・形式」

を記入する。（複数記入可）

全角文字

半角英数字

127 ◎

住所コー

ド

該当地域の住所コードをＣＯＲＩＮＳの表より選択

し記入する。該当がない場合は「99999」とする。

（複数記入可）

半角数字 5 固定 ◎
住

所

情

報 住所
該当地域の住所を記入する。（複数記入可） 全角文字

半角英数字

127 ◎

工期開始日

工期の開始日の年月日を CCYY-MM-DD 方式

で記入する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を

付加して、必ず 10 桁で記入する。

（CCYY:西暦の年数、MM:月、DD:日）

例）平成 21 年 10 月 1 日→2009-10-01

半角数字

-

(HYPHEN-MINUS)

10 固定 ◎

工期終了日

工期の終了日の年月日を CCYY-MM-DD 方式

で記入する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を

付加して、必ず 10 桁で記入する。

（CCYY:西暦の年数、MM:月、DD:日）

例）平成 22 年 3 月 31 日→2010-03-31

半角数字

-

(HYPHEN-MINUS)

10 固定 ◎

工事内容
工事の概要及び主工種とその数量を記入する。 全角文字

半角英数字

127 ◎

測地系
世界測地系（日本測地系2000）の区分コードを記

入する。「01」

半角数字 2 固定 ◎

対象路線水

系名

ＣＯＲＩＮＳの路線・水系名等に従って記入する。

複数の路線・水系にまたがる工事の場合、関連

する路線・水系名を記入する。

全角文字

半角英数字

127 ○

場

所

情

報

路

線

・

水

系

現道-旧道区

分

「現道:1」、「旧道:2」、「新道:3」、「未調査:0」のい

ずれかを記入する。

半角数字 1 固定 ○
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対象河川コ

ード

「河川コード仕様書」に準拠し発注者が指示する

河川コードを記入する。

半角数字 10 固定 ○

左右岸上下

線コード

河川の左岸・右岸の別または道路の上下線の別

を示す左右岸上下線コードを記入する。（複数記

入可）

半角数字 2 固定 ○

起 点 側

測点-ｎ

（自）ｎ＋ｍ

ｎを４桁で記入する。

半角数字 4 固定 ○

起 点 側

測点-ｍ

（自）ｎ＋ｍ

ｍを３桁で記入する。

半角数字 3 固定 ○

終 点 側

測点-ｎ

（至）ｎ＋ｍ

ｎを４桁で記入する。

半角数字 4 固定 ○

測

点

情

報

終 点 側

測点-ｍ

（至）ｎ＋ｍ

ｍを３桁で記入する。

半角数字 3 固定 ○

起 点 側

距離標-

ｎ

（自）ｎ＋ｍ

ｎを３桁で記入する。

半角数字 3 固定 ○

起 点 側

距離標-

ｍ

（自）ｎ＋ｍ

ｍを３桁で記入する。

半角数字 3 固定 ○

終 点 側

距離標-

ｎ

（至）ｎ＋ｍ

ｎを３桁で記入する。

半角数字 3 固定 ○

・

施

設

名

情

報

距

離

標

情

報

終 点 側

距離標-

ｍ

（至）ｎ＋ｍ

ｍを３桁で記入する。

半角数字 3 固定 ○

西側境界座

標経度

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁)

(HYPHEN-MINUS)を含み４桁を記入する。

該当がない場合は「99999999」とする。

半角数字

-

(HYPHEN-MINUS)

8 ◎

東側境界座

標経度

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁)

(HYPHEN-MINUS)を含み４桁を記入する。

該当がない場合は「99999999」とする。

半角数字

-

(HYPHEN-MINUS)

8 ◎

北側境界座

標経度

対象領域の最北端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁)

(HYPHEN-MINUS)を含み４桁を記入する。

該当がない場合は「99999999」とする。

半角数字

-

(HYPHEN-MINUS)

8 ◎

境

界

座

標

情

報

南側境界座

標経度

対象領域の最南端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁)

(HYPHEN-MINUS)を含み４桁を記入する。

該当がない場合は「99999999」とする。

半角数字

-

(HYPHEN-MINUS)

8 ◎
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施

設

情

報

施設名称

施設名称を記入する。 全角文字

半角英数字

127 ○

発注者-大分類 地方公共団体(都道府県) 全角文字 16 ◎

発注者-中分類 神奈川県企業庁 全角文字 32 ◎

発注者-小分類 所属名等 全角文字 30 ◎
発

注

者

情

報
発注者コード

31414001 ：企業庁企業局

（ダム管理事務所以外）

31412002 ：相模川水系ダム管理事務所

31412001 ：酒匂川水系ダム管理事務所

31412999 ：ダム関係その他

半角数字 8 固定 ◎

受注者名

受注者名の正式名称を記入する。ＪＶの場合に

は、ＪＶの正式名称及び代表会社名を続けて記入

する。

全角文字

半角英数字

127 ◎受

注

者

情

報
受注者コード

発注者が定める受注者コードを記入する。 半角数字 127 ○

予備
特記事項がある場合に記入する。

（複数記入可）

全角文字

半角英数字

127 △

ソフトメーカ用ＴＡＧ
ソフトウェアメーカが管理のために使用する。

（複数記入可）

全角文字

半角英数字

127 △

【必要度】 ◎：必須記入

○：条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する）

△：任意記入

（３）「ＤＴＤ」については、工事管理ファイル（INDEX_C.XML）とあわせてルート直下（Ｃ

Ｄを開いた時に最初にあらわれる場所）に格納してください。

（DTD(Document Type Definition)とは、XML の文書構造を定義するものです。電子

納品で利用する場合は、国土交通省が作成した DTD ファイルをそのまま使用できま

す。）
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４－２－２－２ 発注図フォルダ（ＤＲＡＷＩＮＧＳ）

発注図フォルダの作成においては、以下の点に留意してください。

（１）発注図及び特記仕様書等を所定のフォルダ（ＤＲＡＷＩＮＧＳ）に格納し、管理フ

ァイルを作成してください。

（２）発注図等については、発注者から提供されます。なお、提供されない場合がありま

すが、その場合の発注図フォルダ（ＤＲＡＷＩＮＧＳ）は不要です。

（３）発注図のファィル形式がＳＸＦ形式以外で提供された場合は、その他フォルダ（Ｏ

ＴＨＥＲＳ）へ格納してください。

（４）設計変更が行われた場合は、最終の発注図等を格納するものとします。なお、発注

図等については、発注者が提供するものとします。

４－２－２－３ 写真フォルダ（ＰＨＯＴＯ）

写真フォルダの作成においては、以下の点に留意してください。

（１）写真フォルダ（ＰＨＯＴＯ）の直下に写真ファイルフォルダ（ＰＩＣ）と参考図フ

ァイルフォルダ（ＤＲＡ）を設置してください。また、写真フォルダ（ＰＨＯＴＯ）

に管理ファイルを作成してください。なお、ＤＴＤ及びＸＳＬファイルもこのフォ

ルダに格納します。ただし、ＸＳＬファイル（写真管理ファイルのスタイルシート

のファイル名は「ＰＨＯＴＯ■．ＸＳＬ」（■は版番号）とする。）の格納は任意と

します。

（２）写真管理ファイル（ＰＨＯＴＯ．ＸＭＬ）に記入する写真管理項目は、【巻末資料３

工事写真】に示すとおりです。また、写真管理ファイルのＤＴＤは「ＰＨＯＴＯ■．

ＤＴＤ」（■は版番号）とします。

（３）写真データについては、写真ファイルフォルダ（ＰＩＣ）に格納してください。な

お、写真のファイル形式は、ＪＰＥＧとします。

（４）写真ファイルフォルダ（ＰＩＣ）内のデータ作成については、【巻末資料３ 工事写

真】を参考に作成してください。

（５）写真の電子化にあたっては、デジタルカメラを使用してください。

（６）写真データを改ざんした納品は禁止します。なお、悪質な場合は、完成時の評点を

減点いたします。

（７）現場条件・環境がデジタルカメラに適さない場合などについては、提出形式などに

ついて受発注者間で協議の上、ネガフィルムカメラの使用を認めます。

（８）写真情報管理ファイル（ＰＨＯＴＯ．ＸＭＬ）の写真管理項目において、「工種」、

「撮影箇所（測点番号等）」については必ず記入して下さい。

（９）デジタルカメラの画素数については、１００万画素程度（１３０万画素を推奨）を

標準とします。なお、必要以上に高い画素数（３００万画素以上）については認め

ません。

（10）当該写真データを補完する参考図データについては、参考図ファイルフォルダ（Ｄ

ＲＡ）に格納してください。なお、参考図のファイル形式は、ＴＩＦＦまたはＪＰ

ＥＧとします。

（11）参考図とは、撮影位置、撮影状況等の説明に必要な撮影位置図、平面図、凡例図、

構造図等をいいます。なお、参考図がない場合は、参考図ファイルフォルダ（ＤＲ

Ａ）は作成しなくてよいです。
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（12）参考図データをスキャナー読込み等で作成する場合は、図面が判読できる解像度と

して、３００ｄｐｉ程度を標準とします。

（13）検査時（完成検査、出来形検査等）の写真については、電子納品の対象とします。

また、検査で手直し等が生じた場合の手直し等の記録写真についても電子納品の対

象とします。

４－２－２－４ 施工計画書フォルダ（ＰＬＡＮ）

施工計画書フォルダの作成においては、以下の点に留意してください。

（１）施工計画書フォルダ（ＰＬＡＮ）の直下に、施工計画書オリジナルファイルフォル

ダ（ＯＲＧ）を設置してください。また、施工計画書フォルダ（ＰＬＡＮ）に管理

ファイルを作成してください。

（２）施工計画書等のファイル形式は、オリジナルファイルとします。

（３）施工計画書等を電子納品の対象とした場合、施工計画書オリジナルファイルフォル

ダ（ＯＲＧ）に格納してください。

（４）オリジナルファイルの形式については、事前協議時に受発注者間で確認してくださ

い。

（５）電子納品の対象については、事前協議時に受発注者間で協議してください。

（６）協議により電子納品の対象が無い場合は、施工計画書フォルダ（ＰＬＡＮ）は不要

です。

４－２－２－５ 打合せ簿フォルダ（ＭＥＥＴ）

打合せ簿フォルダの作成においては、以下の点に留意してください。

（１）打合せ簿フォルダ（ＭＥＥＴ）の直下に、打合せ簿オリジナルファイルフォルダ（Ｏ

ＲＧ）を設置してください。また、打合せ簿フォルダ（ＭＥＥＴ）に管理ファイル

を作成してください。

（２）打合せ簿、施工管理資料（品質管理資料、出来形管理資料等）等のファイル形式は、

オリジナルファイルとします。

（３）打合せ簿、施工管理資料等の資料を電子納品の対象とした場合、打合せ簿オリジナ

ルファイルフォルダ（ＯＲＧ）に格納してください。

（４）オリジナルファイルの形式については、事前協議時に受発注者間で確認してくださ

い。

（５）電子納品の対象については、事前協議時に受発注者間で協議してください。

（６）協議により電子納品の対象が無い場合は、打合せ簿フォルダ（ＭＥＥＴ）は不要で

す。

４－２－２－６ その他フォルダ（ＯＴＨＥＲＳ）

その他フォルダの作成においては、以下の点に留意してください。

（１）その他フォルダ（ＯＴＨＥＲＳ）の直下に、その他オリジナルファイルフォルダ（Ｏ

ＲＧ）を設置してください。また、その他フォルダ（ＯＴＨＥＲＳ）に管理ファイ

ルを作成してください。

（２）書類等のファイル形式は、オリジナルファイルとします。

（３）電子納品の対象とした書類等については、その他オリジナルファイルフォルダ（Ｏ
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ＲＧ）に格納してください。

（４）オリジナルファイルの形式については、事前協議時に受発注者間で確認してくださ

い。

（５）電子納品の対象については、事前協議時に受発注者間で協議してください。

（６）協議により電子納品の対象が無い場合は、その他フォルダ（ＯＴＨＥＲＳ）は不要

です。

４－２－２－７ 完成図フォルダ（ＤＲＡＷＩＮＧＦ）

完成図フォルダの作成においては、以下の点に留意してください。

（１）完成図については、当面の間、電子納品の対象としませんが、電子納品推進の視点

から受発注者間の協議に基づいた完成図の電子納品を妨げるものではありません。

なおその場合でも、発注図から提供されるデータがＳＸＦ形式で無い場合は、電子

納品の対象としません。

（※受注者がＳＸＦ形式のＣＡＤソフト（作図ソフト）を用意していない場合は、電子納品の

対象としません。）

（２）完成図面を電子納品する場合は、完成図フォルダ（ＤＲＡＷＩＮＧＦ）に格納し、

管理ファイルを作成してください。

（３）完成図面の作成については、「ＣＡＤ製図基準（案）」（国土交通省）に準じて作成を

してください。ただし、ファイル形式は「ｓｆｃ」とします。

（４）協議により電子納品の対象が無い場合は、完成図フォルダ（ＤＲＡＷＩＮＧＦ）は

不要です。
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４－３ 命名規則

各ファイル名については、英数字半角８文字以内（拡張子除く）で、以下のように作

成してください。

フォルダ名（サブフォルダ） ファイル名 参考例

1 ライフサイクル 注 1

2 整理番号

3

4

図面種類

(CAD 製図基準による)

5

6

7

全体の通し番号

8 改訂履歴「０」（固定）

発注図フォルダ

拡張子 ．ｓｆｃ

例 1、

一般工事の当初設計・平面図・全

体の 2枚目

「C0PL0020.sfc」

例 2、

一般工事の第 2 回変更設計・構造

図・全体の 7枚目

「C2VS0070.sfc」

1 「Ｓ」（固定）

2 「Ｐ」（固定）

3 「Ｅ」（固定）

4 「Ｃ」（固定）

5

6
全体の通し番号

発注図フォルダ

（特記仕様書オリジナルフ

ァイルフォルダ）

拡張子 ．ｐｄｆ

例、特記仕様書

「SPEC01.pdf」

1 「Ｍ」（固定）

2

3

4

ファイル番号

5 「 ＿ 」（固定）

6

7
関連ファイル、連番

打合せ簿フォルダ

（打合せ簿オリジナルファ

イルフォルダ）

拡張子 オリジナルファイルによる

例、第 2 回目の打合せ簿をエクセ

ルで作成

「M001_02.xls」

1 「Ｐ」（固定）

2 「Ｌ」（固定）

3 「Ａ」（固定）

4

5
ファイル番号

6 「 ＿ 」（固定）

7

8
関連ファイル、連番

施工計画書フォルダ

（施工計画書オリジナルフ

ァイルフォルダ）

拡張子 オリジナルファイルによる

例、施工計画書をワードで作成

「PLA01_01.doc」
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フォルダ名（サブフォルダ） ファイル名 参考例

1 ライフサイクル 注 1

2 整理番号

3

4

図面種類

(CAD 製図基準による)

5

6

7

全体の通し番号

8 改訂履歴「Ｚ」（固定）

完成図フォルダ

拡張子 ．ｓｆｃ

例 1、

一般工事の当初設計・平面図・全

体の 2枚目

「C0PL002Z.sfc」

例 2、

一般工事の第 2 回変更設計・構造

図・全体の 7枚目

「C2VS007Z.sfc」

1 Ｐ

2

3

4

5

6

7

8

全体の通し番号

写真フォルダ

（写真ファイルフォルダ）

拡張子 ．ｊｐｇ

例、全体の 5枚目の写真ファイル

「P0000005.jpg」

1 Ｄ

2

3

4

5

6

7

8

全体の通し番号

写真フォルダ

（参考図ファイルフォル

ダ）

拡張子 作成ファイルによる

例、全体の 5 枚目の写真ファイル

に対応する参考図ファイルをスキ

ャナーで読み込み

「D0000005.tif」

任意

（英数字半角８文字以内）

その他フォルダ

（その他オリジナルファイ

ルフォルダ）

拡張子 オリジナルファイルによる

※）サブフォルダを作成する場合

の命名

「ORGnnn」

例、全体の 2個目のサブフォルダ

「ORG002」

注１）ライフサイクルは、「施工：Ｃ 維持管理：Ｍ 測量：Ｓ 設計：Ｄ」の

４種類です。
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４－４ 日常的な電子成果品の作成・整理

受注者は、電子成果品となる文書データの作成、工事写真の整理等を日常的に実施し

てください。

受注者は、作成または受け取った情報をハードディスク等へ適宜フォルダを作成して

整理・管理してください。この時、最終的な電子成果品の整理での混乱を避けるため電

子データの一元管理を心掛けてください。

正しい情報管理のため、受発注者間で合意された情報については、速やかに双方で決

裁等を行い、管理してください。

参考として、電子納品のフローを次に示します。

発注者

受注者

事前準備

発注図作成

（設計）

入札事務

契約

事 前 協 議

提供

工事施工時

工 事 完 成

工事管理ファイルの作成

施工計画書の整理

打合せ簿の整理

完成図の整理

工事写真の整理

その他資料の整理

書類検査

現場検査

DRAWINGS

X ML

XML

MEET

PLAN

DRAWINGF

PHOTO

OTHRS

DRAWINGS

電子納品の整理

○エラーチェック

○ウイルスチェック

DTD

電子納品チェック

保管管理

成果品の納品 電子成果品作成

施 工 協 議

受領

検 査 前 協 議

発注図

計画書

等

施工

計画書

打合せ簿等

施工

打合せ簿

○エラーチェック

○ウイルスチェック
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５ 検査前協議

５－１ 電子データで検査を行う書類の整理

電子データにより検査を実施する書類は、「協議チェックシート」を基に受発注者間で

協議し決定します。なお、施行途中において、必要に応じて確認、協議をしてください。

５－２ 検査前協議の実施

（１）検査前協議では、検査内容や準備すべき環境（検査に利用する機器やソフトウェア）

などについて受発注者間で「協議チェックシート」を利用して確認します。

（２）検査前協議では、電子媒体による検査の実施範囲や検査時使用する機器（ソフトウ

ェア含む）と準備担当者の設定などの実施内容について確認します。

なお、検査時の写真、検査で手直し等が生じた場合の手直し等の記録写真も電子

納品の対象となりますので、施工中に使用している機器の持込も可能とします。

（３）電子納品チェックソフトの確認をします。

５－３ 検査時の対象電子媒体

検査時の写真、手直し等の記録写真も電子納品の対象となりますので、受注者が用

意する検査時の電子媒体は、必ずしも「ＣＤ－Ｒ」と限りません。受発注者間で協

議し決定します。なお、検査等終了後の成果品は、「ＣＤ－Ｒ」となります。

６ 電子納品媒体（ＣＤ－Ｒ）の作成

６－１ 基本的な電子納品媒体（ＣＤ－Ｒ）の作成手順

電子納品媒体（ＣＤ－Ｒ）においての基本的な作業の流れを以下に示します。

納 品

■電子納品媒体の作成
（４-３参照）

電子納品を行うファイルを作成する。

■チェックソフト
によるチェック

作成した電子納品ファイルが基準に沿って作成されているか、

チェックソフトによりチェックする。

■ウイルスチェック
（6-３参照）

作成した電子納品ファイルがウイルス感染していないか、

ウイルス対策ソフトによりチェックする。

■ＣＤ－Ｒへの書込み
（6-２参照）

作成した電子納品用データをＣＤ－Ｒに書き込む。

■ラベル作成
（6-４参照）

電子納品の専用ラベル等を作成し（直接 CD-R へ印刷）
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（１）受注者は、電子納品する成果品のデータのフォルダ構成や管理ファイルの内容が要

領・基準等に則した内容となっているかチェックソフトによりチェックしてくださ

い。

（２）チェックソフトの指定はありませんが、チェック後の結果を提示してください。

（３）後日、発注者によるチェックソフトで確認した際に出るエラーについて、重要項目

については、訂正を依頼しますが、それ以外については訂正を依頼しません。

６－２ ＣＤ－Ｒへの書き込み

６－２－１ 使用媒体

電子納品する成果品として使用する媒体は CD-R とし、以下の各項目に従うものとしま

す。

（１）CD-R は、ISO9660 フォーマット（ レベル 1 ）を標準とします。

（２）基本的には、1 枚の CD-R に格納します。納まらない場合は、「６－２－２成果品

が複数枚に渡る処置」を参照してください。

（３）納品時には、２部を納品します。なお、工事写真について紙媒体の提出は不要です。

（２部のうち、特記仕様書による指示がある場合に１部は、財団法人神奈川県都市

整備技術センターへ納品します。）

（４）納品された電子データの原本性を確保するため、納品用の媒体には格納データの書

き換えが不可能な CD-R を原則として使用してください（CD-RW は不可）。

【解説】CD-R フォーマット

「ISO9660」は、汎用性が高い CD-R/RW 用の標準フォーマット規格です。

この規格は、ファイル名として使用可能な文字数に応じてレベル１～３が規定

されています。

最も多くの OS に対応可能なレベル１は、ファイル名 8 文字＋拡張子 3 文字、

使用できる文字は半角の英数字（A～Z、0～9）および、_(アンダーバー)のみ

と、制限が厳しくなっています。

この他に、Windows95/98/NT 用に Microsoft が ISO9660 を拡張した「Joliet」

Macintosh 用の独自フォーマットである「HFS」、UNIX 系の OS 用の ISO9660 拡

張である「RockRidge」などがあるが、電子納品では使用しなでください。

※：WindowsXP の標準機能により CD-R へ書き込む場合（マイコンピュータ内から直接作

成する場合）、自動的に「Joliet」フォーマットで作成される。従って、電子納品成果

品を CD-R へ書き込む際、OS が Windows XP の場合は「ISO9660」フォーマットに対応し

た CD-R 書き込みソフトを利用してください。

６－２－２ 成果品が複数枚に渡る場合の処置

ファイル容量が大きい場合やファイルの数が多い場合は、成果品の CD-R が複数枚必要

となる場合があります。成果品を複数枚で提出する場合の留意事項は、以下に示すとお

りです。

（１）各媒体のラベルに何枚目／総枚数を明記する。
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（２）何枚目の媒体であっても媒体内のルートからのフォルダ構成は変更しない。

何枚目の媒体であっても工事管理ファイル（INDEX_C.XML）を各媒体のルート直下に添

付してください。ただし、各工事管理項目のメディア番号は、ラベルに明記してある何

枚目／総枚数と整合を取る。

なお、DVD へ集約する場合については、受発注者間で協議の上、決定してください。

６－３ ウイルスチェック

受注者は、提出する成果データが、ウイルスに感染していないかチェックするため、

ウイルスチェックソフトを使用して必ずチェックしてください。

なお、ウイルスチェックにあたり以下の点に留意してください。

（１）受注者は、検査前や電子成果品が完成した時点などで、ウイルスチェックを行って

ください。

（２）ウイルスチェックソフトは特に指定はありませんが、協議チェックシートに明記し

てください。（チェックシートを参照）

（３）ウイルスチェックソフトには検出、駆除できるウイルスの情報が記述されている「ウ

イルス定義ファイル（使用するソフトによって呼称が異なる）」があります。チェ

ックを実行する前に、最新のウイルスも検出できるように、ウイルス対策ソフトは

常に最新のデータに更新(アップデート)したものを利用してください。

（４）電子媒体の表面には、「使用したウイルス対策ソフト名」、「ウイルス(パターンフ

ァイル)定義年月日またはパターンファイル名」、「チェック年月日(西暦表示)」を

明記してください。

ウイルスチェックソフトの選定
特に指定はしないが、信頼性の
高いものを利用する。

ウイルス定義ファイルの更新

最新のウイルスも検出できるよ
うに、ウイルス対策ソフトは常
に最新のデータに更新(アップ
デート)したものを利用

電子媒体の表面に
ウイルスチェックに関する情報を記載

電子媒体の表面には、「使用し
たウイルス対策ソフト名」、
「ウイルス(パターンファイル)定
義年月日またはパターンファイ
ル名」、「チェック年月日(西暦
表示)」を明記する。

ウイルスチェック

ウイルスチェックの結果、ウイ
ルが発見された場合は、ソフト
により除去を行い、再度チェッ
クを行う。
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６－４ ラベル作成

電子納品する成果品として使用する媒体には、以下の各項目を表示するものとします。

表示方法については、専用プリンタを用いた CD-R 表面への直接印字、油性マジック

等での書き込みとします。（ボールペン、鉛筆など硬質な筆記具の使用は CD-R を損傷

させ、読取不能となる恐れがあることから不可）

 納品するＣＤ－Ｒには、以下の必要項目を全て表示します。

表 -1 CD-R ラベル記載項目

No. 項目 備考

1 工事番号 （西暦+所属（財務所属コード）+連番）

2 工事名称

3 路線施設名

4 作成年月

5 何枚目／総枚数

6 受注者署名（押印）欄

7 発注者名

8 受注者名

9 ウイルスチェックに

関する情報

・ウイルス対策ソフト名

・ウイルス定義

・チェック年月日

10 フォーマット形式 ISO9660（ レベル 1 ）

 「ウイルスチェックに関する情報」については、使用した「ウイルス対策ソフト名」「ウ

イルス定義年月日」もしくは「パターンファイル名」、「チェック年月日」を明記して

ください。

 プラスチックケースの背表紙には、以下の例のように「工事名称」「作成年月」「工事

番号」を記載する。工事名が長く書ききれない場合は、先頭から書けるところまで記入

してください。
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（CD-R 表示例）

（CD-R ケース背表紙表示例）

工事番号：○○○○○○○○○

受注者署名

工事名 ：平成○年度 ○○○○○○○○工事
路線施設名：○○○河

平成○年○月

発注者：神奈川県企業庁○○○○

受注者：△△株式会社

ウイルスチェックに関する情報
ウイルス対策ソフト名：○○○○
ウイルス定義：○○○○年○月○日版
チェック年月日：○○○○年○月○日
フォーマット形式：ISO9660 （レベル1）

正 枚数/全体枚数

平成○年度 ○○○○○○○○工事 平成○年○月 「 」

工事番号

2009103001
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６－５ 原本性の確保

受注者は、電子納品する成果品の提出にあたり、電子データを格納した CD-R ととも

に、署名・捺印した電子媒体納品書を提出してください。

（電子媒体納品書例）

様式－○○

電 子 媒 体 納 品 書

殿

受注者 （住所）
（氏名）

（現場代理人氏名）

下記のとおり電子媒体を納品します。

記

電子媒体の種類 規 格 単 位 数量 作成年月 備考

工事名 工事番号

印

備考 １．監督職員に提出

CD-R ISO9660 枚 2 平成○年○月○日
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７ 電子納品媒体の確認

７－１ 基本的な電子納品媒体の確認手順

発注者が行う、電子納品媒体の確認の基本的な手順を以下に示します。

完 了

■電子納品媒体の
外観確認

（7-2 参照）

電子媒体が正しく CD-R で納品されているか、CD-R に
破損はないか、ラベルは正しく作成されているか等、外観
からチェッククする。

■ウイルスチェック
（7-3 参照）

作成した電子納品ファイルがウイルス感染していないか、
ウイルス対策ソフトによりチェックする。

■チェックソフトに
よるチェック

作成した電子納品ファイルが基準に沿って作成されている
かチェックソフトによりチェックする。
エラーが出た場合は、受注者へ修正指示を出す。

■概要チェック
（7-４参照）

提出された成果データが、事前協議で決定した事項および本
ガイドラインに則した内容となっているか等を確認する。

■書類確認 必要に応じて、電子納品成果物の内容を確認する。

：

：平成 年度 工事

○ 年 ○

発注者： 神奈川県 ○○○○

： △△ 株式会社

に 情報

定義： 年 月○日版

： ○月○日

（ 1

／ 全体枚数

納 品
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７－２ 電子納品媒体の外観確認

電子納品媒体を受注者から受け取った際には、媒体の外観についてチェックを行う。

チェックすべき内容としては、以下が挙げられる。

【チェック項目】

（１）電子媒体が正しく CD-R で納品されているか

（２）CD-R に破損はないか（傷や汚れの確認）

（３）ラベルは正しく作成されているか（６－４に示した通りに作成されているかを

確認）等

７－３ ウイルスチェック

ウイルスチェックについては、「６－３ウイルスチェック」と同様に実施する。

７－４ 概要チェック

提出された成果データが、事前協議で決定した事項および本ガイドラインに則した内

容となっているかを確認すること。

（例）

（１）工事番号は発注者による案件毎の番号となっているか。

（２）協議で決めた書類が納品されているか。

（３）オリジナルファイル等の格納場所やファイル名が正しいか。

（４）デジタルカメラの画素数は 130 万画素程度であるか。

（５）写真管理項目の「工種」「写真タイトル」「撮影箇所（測点番号）」が記入

されているか。

（６）CAD 図面がある場合、のファイル形式が SXF(sfc)であるか。 等

８ 電子納品成果品の保管・管理

電子成果物(CD-R 他)については、発注所属で保管する。
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【巻末資料１】

特記仕様書（参考）
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特記仕様書（参考例）

第１条(適用範囲)

本特記仕様書は、当該工事である平成○年度○○工事(以下｢本工事｣という。)の最終成果を電子納

品の対象とし、そのために必要な事項について定めるものである。

第２条(電子納品)

電子納品とは、本工事の最終成果を電子データで納品することをいう。

ここでいう電子データとは、｢電子納品運用ガイドライン｣（以下「ガイドライン」という。）に示

されたファイルフォーマットに基づいて作成されたものを指す。

なお、書面における署名又は押印の取り扱いについては、別途監督職員と協議するものとする。

第３条(電子納品実施における管理責任者の設置)

受注者は、電子納品の実施にあたり、電子データの作成及び管理、コンピュータウイルス対策に関

する管理責任者を設置するとともに、協議チェックシートにその旨を記載すること。管理責任者は、

電子データの管理に関する十分な知識を有する者とし、データの紛失や改ざん防止のためのバック

アップやコンピュータウィルス対策を行うこと。

第４条(成果品の提出)

成果品は、｢ガイドライン｣に基づいて作成した電子データを電子媒体(CD-R)に格納して 2 部提出す

る。なお、電子納品の対象外とした書類は、従来通り紙で納品する。

｢ガイドライン｣で特に記載がない項目については、原則として成果を電子化して提出する義務はな

いが、監督職員と協議の上、電子化の是非を決定する。

また、紙による書類の提出は必要最小限とする。

第５条(成果品の確認)

受注者は、電子納品チェックシステムによるチェックを行い、エラーがないことを確認した後、ウ

イルス対策を実施すること。

なお、電子データの検査方法については、別途協議の上、決定する。

第６条(発注図データの取扱い)

発注者から提供された発注図のデータについては、当該工事以外に使用してはならない。また、発

注図データ及び知り得た情報等については、発注者に無断で第三者に漏らしてはならない。

第７条(その他)

受注者は、本工事を実施するにあたり、事前協議を実施するとともに、結果を協議チェックシート

に記載し、施工計画書に添付する。また、その他内容に疑義を生じた場合は、速やかに監督職員と

協議しその指示を受けなければならない。
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【巻末資料２】

協議チェックシート
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協議チェックシート（工事用）1/2

協議チェックシート（工事用）

工事名

工期 平成 年 月 日～平成 年 月 日

工事番号

協議実施日 平成 年 月 日（ ）

（１）協議参加者

所属名

役職名

出席者名

連絡先(電話番号)
発注者

連絡先(e-mail) 協議チェックシー

ト(工事用)

社名

役職名 管理責任者

出席者名

連絡先(電話番号)

受注者

連絡先(e-mail)

（２）電子納品に向けての確認事項（受注者）

○システム環境

パソコン 当該工事用パソコンの有無 □有り □なし（□他と共有 □なし）

Windows を搭載 □有り（ ） □なし
パソコン環境

CD-R ドライブを搭載 □有り □なし

ウイルス対策ソフト ソフト名（ ） 更新対策 □有り □なし

□有り □なし
デジタルカメラ

画素数：１３０万画素に対応 □可能 □不可能

電子納品作成ソフト

(写真管理ソフト含む)

□有り □なし（□管理ファイル等自前で作成可能 □なし）

ＳＸＦブラウザ □入手済み □未入手（□SXF 対応 CAD 有り □入手予定）

ワープロソフト ソフト名（ ）Ver.

表計算ソフト ソフト名（ ）Ver.

ＰＤＦ作成ソフト ソフト名（ ）Ver.

ＣＡＤソフト

(SXF 形式対応ソフト

がある場合のみ記入)

ソフト名（ ）Ver.

メーカー名

チェックソフト ソフト名（ ）Ver.

注)1 パソコン及びデジタルカメラがない場合は、電子納品は見送ること。

2 ウイルス対策については、「(5)コンピュータウイルス対策」にて詳細に確認する

こと。
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協議チェックシート（工事用）2/2

（３）電子納品対象書類

電子納品
項目

電子納品 紙納品
協議における取決め事項 検査時の対応

発注図 提供 □有り □なし (注１)

特記仕様書等 提供 □有り □なし (注１)

工事写真

施工計画書

打合せ簿

その他の書類

電子納品媒体 □ ＣＤ－Ｒ □ その他（ ）

注)1 発注図、特記仕様書等の提供がない場合は、電子納品の対象としないこと。

（４）検査の準備

検査時に用意する電子データ □ 工事写真 □ その他 □

書類検査の場所

パソコン等の準備 □発注者 □受注者

(写真ビュア)

(図面ビュア）

ソフト

ウエア

(電子納品ビュア）

検査機器等

検査時の対象電子媒体

その他

注)（３）、（４）の太枠で囲まれた項目について、事前協議時に定まらない場合は、検査

前協議にて確認すること。また、事前協議で定まった場合でも検査前に確認するこ

と。

（５）コンピュータウイルス対策（受注者側）

使用ソフトウェア名 （Ver. ）

ワクチンの常駐 □インターネットにアクセス可能なコンピュータでは、

ウイルスワクチンソフトを常駐させる。

ウイルスチェックの実施 □外部から媒体を受け取った際には、その媒体に対する

ウイルスチェックを行う。また、外部への媒体引渡し

の際には、その媒体に対するウイルスチェックを行

う。

ウイルスパターン定義データ

の更新

□管理責任者は、１週間に１回程度以上は定義データの

更新状況を調査し、最新の定義データに更新する。

ウイルス発見・駆除時の対応 □ウイルスが発見された場合には、管理責任者がウイル

スを駆除し、感染源を特定しデータ作成者に連絡する

と共に、発見者にウイルス発見の届出を行う。
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【巻末資料３】

工事写真
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○工事写真について

１ 工事写真の目的

建設工事は、他の製造業と比較して、多くの部材を使用しそれらを工事現場において

加工もしくは製造するという特徴をもっています。そして、工事の重要な部分は、完成

後は土中や仕上げ材の裏に隠れてしまうものが多い。このため、その施工が適切であっ

たことを説明する資料の一つとして、工事写真にして記録保存しておく必要が生じます。

工事写真は、このような使われ方をするのをはじめとして次の５種類に大きく分類す

ることができます。

（１）工事経過の記録

どの様な順序で、いつ施工されているかといった一般的な内容の写真です。施工前

の状況等も含めて撮影しておくことが大切です。

（２）使用材料の確認

どのような材料が、どの程度の量使用されているかを後日でも確認できるように撮

影します。なお、写真には黒板による表記、及び機材等の表面に表示などにより、

撮影対象がわかるように撮影します。

（３）品質管理の確認

どの程度の精度でできあがったかを目標値等と比較し撮影して、品質管理の資料と

なるようにする。

（品質管理という言葉は幅広く、工事経過や使用材料も含まれるが、ここでは施工

精度に限定した。）

（４）維持保全の資料

工事が完成すると発注者に引き渡されるが、その時点から劣化、損傷が始まる。そ

れらの補修にあたっては設計図書が再度取り出され、最適な補修方法が検討される

が、その際に設計図書どおりに施工されているかを確認するために工事写真が利用

されます。

（５）問題解決の資料

市街地での工事の際には、騒音や振動といった問題のほかに地盤沈下、既存建築物

への影響が起こりうるが、工事着手前に付近の状況等を適切に記録しておくことに

よって、当事者相互の共通認識や問題解決に向けた証拠資料となりうることもあり

ます。

２ 工事写真の編集等について

上記目的により記録保存される工事写真であるため、写真の信憑性を考慮し、一度撮

影した工事写真の編集は認めません。

３ 工事写真の管理基準等

「神奈川県企業庁工事等写真管理基準」（以下、「写真管理基準」という。）によります。
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４ 写真管理項目

電子媒体に格納する写真管理ファイル（ＰＨＯＴＯ．ＸＭＬ）に記入する写真管理項

目は下表のとおりです。

分類 項目名 記入内容 データ表現 文字数 必要度

写真フォルダ名 ＰＨＯＴＯ／ＰＩＣ 半角英大文字 9 固定 ◎

参考図フォルダ名
ＰＨＯＴＯ／ＤＲＡ（参考図ファイルを格納するために「ＤＲ

Ａ」サブフォルダを作成する場合）
半角英大文字 9 固定 ○

基

礎

情

報 適用要領基準 電子成果品の作成で適用した版を記入する。
全角文字

半角英数字
30 ◎

シリアル番号

写真通し番号。提出時の電子媒体を通して、一連のまとまっ

た写真についてユニークであれば、中抜けしてもよい。123

枚目を、”000123”の様に 0 を付けて記入してはいけない。

半角数字 7 ◎

写真ファイル名 写真ファイル名称を拡張子も含めて記入する。 半角英大文字 12 固定 ◎

写真ファイル

日本語名
写真ファイルに関する日本語名等を記入する。

全角文字

半角英数字
127 △

写

真

フ

ァ

イ

ル

情

報
メディア番号

一連のまとまった写真について、保存されている電子媒体

番号を記入する。単一の電子媒体であれば、全て”1”とな

る。

半角数字 8 ◎

写真－大分類 工事写真は常に「工事」と記入する。
全角文字

半角英数字
8 ◎

写真区分

写真管理基準の分類に準じ、「着手前及び完成写真」(既済

部分写真等を含む)「施工状況写真」「安全管理写真」「使用

材料写真」「品質管理写真」「出来形管理写真」「災害写真」

「事故写真」「その他」(公害、環境、補償等)の区分のいずれ

かを記入する。

「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とする。

全角文字

半角英数字
127 ○

工種

土木工事の場合、工種以下の分類が明確で記入可能であ

れば、新土木工事積算体系のレベル2「工種」を記入する。

また、「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とす

る。

全角文字

半角英数字
127 ◎

種別

土木工事の場合、工種以下の分類が明確で記入可能であ

れば、新土木工事積算体系のレベル3「種別」を記入する。

また、「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とす

る。

全角文字

半角英数字
127 ○

細別

土木工事の場合、工種以下の分類が明確で記入可能であ

れば、新土木工事積算体系のレベル4「細別」を記入する。

また、「提出頻度写真」ではない場合は、記入は不要とす

る。

全角文字

半角英数字
127 ○

写

真

情

報

※

撮

影

工

種

区

分

写真タイトル
土木工事の場合、写真の撮影内容がわかるように、写真管

理基準の撮影項目、撮影時期に相当する内容を記入する。

全角文字

半角英数字
127 ◎
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工種区分予備
工種区分に関して特筆事項があれば記入する。(複数記入

可)

全角文字

半角英数字
127 △

参考図ファイル名

撮影位置図、凡例図等の参考図のファイル名を記入する。

黒板に記した図の判読が困難となる場合、又は当該写真に

関し、撮影位置、撮影状況等を説明するために位置図面ま

たは凡例図等の参考図を請負者が作成している場合に記

入する。

半角英数大文字 12 ◎

参考図ファイル

日本語名
参考図ファイルに関する日本語名等を記入する。

全角文字

半角英数字
127 ○

参考図タイトル

参考図の内容が判るようなタイトルを記入する。黒板に記し

た図の判読が困難となる場合、又は当該写真に関し、撮影

位置、撮影状況等を説明するために位置図面または凡例図

等の参考図を請負者が作成している場合に記入する。

全角文字

半角英数字
127 ◎

付

加

情

報

※

付加情報予備
参考図、撮影箇所等に関して特筆事項があれば記入する。

(複数記入可)

全角文字

半角英数字
127 △

撮影箇所

当該写真に関する測点位置、撮影対象までの距離、撮影内

容等を簡潔に記入する。撮影位置図上に複数撮影位置が

記載されている場合には、位置図上の記号等を記入する。

全角文字

半角英数字
127 ◎

撮

影

情

報 撮影年月日

写真を撮影した年月日をCCYY-MM-DD方式で記入する。

月または日が1桁の数の場合「0」を付加して、必ず10桁で記

入する。（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日）

例)平成 20 年 12 月 3 日 → 2008-12-03

半角数字

(HYPHEN-MIN

US)
10 固定 ◎

代表写真

土木工事の場合、写真管理基準の撮影箇所一覧表に示さ

れる提出頻度が不要以外の写真の中から工事の全体概要

や当該工事で重要となる代表写真の場合、「1」を記入する。

代表写真でない場合は「0」を記入する。

半角数字 1 固定 ◎

提出頻度写真

土木工事の場合、写真管理基準の提出頻度に基づく写真

である場合、「1」を記入する。それ以外の場合は「0」を記入

する

半角数字 1 固定 ◎

施工管理値
黒板の判読が困難な場合、設計寸法及び実測寸法等の補

足事項を記入する。

全角文字

半角英数字
127 ○

請負者説明文 請負者側で検査立会者、特筆事項等があれば記入する。
全角文字

半角英数字
127 △

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェアメーカが管理のために使用する。（複数記入可）
全角文字

半角英数字
127 △

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字２文字で全角文字１文字

に相当する。

※：複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。

【必要度】 ◎：必須記入

○：条件付き必須記入（データが分かる場合は必ず入力する）

△：任意記入
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（１）写真管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するなど

活用していくための属性項目です。

（２）工種、種別、細別の各項目は、新土木工事積算体系にない土木工事、水道工事及び

他の工事の場合には、対応するものを正しく記入します。

（３）写真区分ごとに工種、種別、細別の記入の可否は異なる。写真区分ごとの記入可否

の目安は、以下のとおりです。

写真区分 工種 種別 細別

着手前及び完成写真 × × ×

施工状況写真 △ △ △

安全管理写真 △ × ×

使用材料写真 △ △ △

品質管理写真 ○ × ×

出来形管理写真 ○ ○ ○

災害写真 × × ×

事故写真 × × ×

その他 × × ×

（○：記入、△：可能な場合は記入、×：記入は不要とし、空欄）

（４）「代表写真」の項目には、当該工事の概要が把握できる、または重要な写真である場

合に「１」を記入します。代表写真でない場合は「０」を記入します。

５ ファイル形式

ファイル形式は、以下のとおりとします。

（１）写真管理ファイルのファイル形式は、ＸＭＬ形式（ＸＭＬ1.0 に準拠）とします。

（２）写真ファイルの記録形式は、ＪＰＥＧとし、圧縮率、撮影モードは監督員と協議の

上決定する。

（３）参考図ファイルの記録形式はＪＰＥＧもしくはＴＩＦＦとする。ＪＰＥＧの圧縮率、

撮影モードは監督員と協議の上決定する。ＴＩＦＥは図面が判読できる程度の解像

度とする。なお、参考図ファイルの記録形式は、監督員の承諾を得た上で、ＪＰＥ

Ｇ、ＴＩＦＦ以外の形式とすることができる。

（４）写真管理ファイルのスタイルシートの作成は任意とするが、作成する場合はＸＳＬ

に準じる。なお、スタイルシートは写真管理ファイルの閲覧性を高めるために作成

してもよいが、格納場所は管理ファイルと同じフォルダとします。

６ 撮影頻度と提出頻度の取扱い

（１）土木工事については、「神奈川県土木工事写真管理基準」に示される撮影頻度及び提

出頻度に基づくものとします。また、工事写真帳は不要です。

（２）水道工事については、「水道工事標準仕様書」の写真管理基準に示される撮影頻度及

び提出頻度に基づくものとします。また、工事写真帳は不要です。
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７ 建築工事での工事写真の取扱い

建築工事において工事写真を電子納品する場合には、本ガイドラインによるファイル

フォーマットを原則とします。（国土交通省の要領・基準類では、写真フォルダ等を工事

書類とは別のＣＤ－Ｒで納めることとしていますが、神奈川県企業庁では、保管管理時

の検索性などを高めるために土木工事に準拠します。）

また、撮影頻度と提出頻度の取扱いについては県土整備局の「電子納品運用ガイドラ

イン」に基づくものとします。
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【巻末資料４】

準拠する要領・基準類
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○準拠する要領・基準類

電子納品実施における事前協議の内容、電子納品データの作成方法、ファイルフォ

ーマット及び格納媒体等は、本ガイドライにおいて定めていますが、本ガイドライ

ンに示されていない事項は、国土交通省が策定している以下の電子納品に関する要

領・基準類に準拠します。

【土木工事、水道工事】

ア 電子納品運用ガイドライン（案）【土木工事編】 平成 21 年 6 月改訂版

工事ガイドラインでは、公共工事の発注準備段階から保管管理全般にわたり、電子納品

の運用に係わる事項について記載しています。工事ガイドラインに基づき「受発注者間」

「電子成果品作成」「検査」等を実施し、電子納品を行います。

イ 工事完成図書の電子納品要領（案） 平成 20 年 5 月改訂版

工事の電子成果品を作成する際のフォルダ構成やファイル形式等、電子成果品の仕様等

について記載したものです。

ウ ＣＡＤ製図基準（案） 平成 20 年 5 月改訂版

ＣＡＤデータ作成にあたり必要となる属性情報（ファイル名、レイヤ名等）、フォルダ

構成、ファイル形式等の標準仕様を定めたものです。

エ デジタル写真管理情報基準（案） 平成 20 年 5 月改訂版

写真等（工事・測量・調査・地質・設計）の原本を電子媒体で提出する場合の属性情報

等の標準仕様を定めています。

オ 工事完成図書の電子納品要領（案）電気設備工事編 平成 16 年 6 月改訂版

電気設備工事の電子成果品を作成する際のフォルダ構成やファイル形式等、電子成果品

の仕様等について記載したものです。

カ ＣＡＤ製図基準（案）電気設備工事編 平成 16 年 6 月改訂版

電気設備工事のＣＡＤデータ作成にあたり必要となる属性情報（ファイル名、レイヤ名

等）、フォルダ構成、ファイル形式等の標準仕様を定めたものです。

キ 工事完成図書の電子納品要領（案）機械設備工事編 平成 18 年 3 月改訂版

機械設備工事の電子成果品を作成する際のフォルダ構成やファイル形式等、電子成果品

の仕様等について記載したものです。

ク ＣＡＤ製図基準（案）機械設備工事編 平成 18 年 3 月改訂版

機械設備工事のＣＡＤデータ作成にあたり必要となる属性情報（ファイル名、レイヤ名

等）、フォルダ構成、ファイル形式等の標準仕様を定めたものです。

これらの国土交通省の各要領・基準類については、国土交通省 CALS/EC のホームペ

ージ（http://www.cals-ed.go.jp/）より入手できます。
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【建築工事】

ア 官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン（案） 平成 14 年 11 月改訂版

電子納品の対象となる工事及び業務の範囲、電子納品の対象となる成果品の範囲、受発

注者間で取り決めておくべき事項等について書かれています。

イ 営繕工事電子納品要領（案） 平成 14 年 11 月改訂版

営繕工事における電子納品の具体的方法について書かれています。

ウ 建築設計業務等電子納品要領（案） 平成 14 年 11 月改訂版

建築設計業務等における電子納品の具体的方法について書かれています。

エ 建築ＣＡＤ図面作成要領（案） 平成 14 年 11 月改訂版

設計図及び完成図の CAD データの作成方法について書かれています。

これらの国土交通省の各要領・基準類については、次の国土交通省のホームページ

（http://www.mlit.go.jp/gobuild/kijun_cals_cals.htm）より入手できます。


